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兵庫県 362社

鳥取県 52社

沖縄県 11社

認証企業数全国順位
（R7.1時点）

※認証制度は全国で３県が実施

SDGsゴールド認証企業に過去最多の10社を決定！
【今回の特徴】
・全体でも過去最多の132社（ゴールドステージ10社、アドバンストステージ25社、スタンダード

 ステージ97社）を認証し、認証企業数は累計で362社に達して全国トップ
・地域別では阪神北や但馬地域、業種別ではソフトウェア業やゴルフ場等から初めて
ゴールド認証企業が誕生する等、SDGs経営の裾野が拡大

第４回ひょうご産業SDGs認証事業

[R7年1月]

(株)イーエスプランニング （神戸市、駐車場業）

･駐車場利用者に周辺店舗の利用を促進する仕組み
（パーキングモールビジネスモデル）の構築など、
地域に密着した取組により地域経済の活性化を推進

･防災グッズを備えた災害支援型駐車場やグラス
パーキングの設置の外、積極的な外国人インターン
の受入や高齢者雇用など、幅広い取組を推進

(株)マルヤナギ小倉屋（神戸市、食料品製造業）

ひょうごもち麦プロジェクトで地域連携の取組を推進

周辺店舗等と連携した地域密着型の駐車場運営を推進

(株)御所坊（神戸市、宿泊業）

(株)ユーシステム（神戸市、ソフトウェア業）

有馬温泉の歴史と文化を受け継ぐ宿づくりを推進

･収穫したもち麦の全量買取など安心してもち麦を
栽培できる仕組みを構築し、地域店でのメニュー開
発や学校給食での提供など地域連携の取組を推進

･製造工場におけるバイオマス発電等による省エネ
化や、地元高校と連携してもち麦の廃棄物を利活用
する食品ロス削減の取組などを推進

･地域に残存する古い木造建築を活用した施設を展開
するとともに、有馬玩具博物館において、子供達が
伝統文化に触れる教育機会等を提供

･温泉の熱を利用した蒸風呂を設置し、ガス使用料を
半減させるとともに、最先端厨房機器を導入し、食
物残渣を減少させる取組などを推進

･業務改革により月平均残業7.2時間を達成し、
持続可能な働き方を実現するとともに、ノウハウを
活かし、クラウド導入や業務支援システム開発で
地域企業のＤＸを推進

･ＡＩを活用した人材育成に注力し異業種やＩＴ
未経験者へのリスキリングを推進し人手不足を解消

独自のノウハウでＤＸ推進、ＡＩ活用の人材育成で人手不足を解消
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シモダフランジ(株)（相生市、金属製品製造業）

独自の金属成形技術により環境負荷低減に貢献

(株)北星社（豊岡市、印刷業）

印刷業界共通の環境問題を改善する取組を推進

･独自のNNS成形(完成品に近い形状へ金属を成形す
る技術) により、材料ロスの削減と、エネルギー消
費の削減を同時に実現

･熱処理炉を更新し、2020年度比でCO₂排出量を半
減させるとともに、超高温に耐え発電効率向上に資
する発電用配管部品を開発

･水なし印刷やUV印刷等、有害な廃液を抑える印刷
に取り組む外、森林保全に配慮したFSC認証紙によ
る受注増加や、カーボンオフセット等の取組を推進

･商品パッケージも捨てられずリユースされるもの
づくりに取り組む外、体験型企業説明会の開催や就
職応援BOOKの発行など高校生の地元定着を促進

(株)エコリング（姫路市、リユース業）

･部門横断で全社員参加型のチームを組織し、児童
養護施設の卒業者へ買取した家財道具を無償提供す
る取組をはじめ、６年間で200以上の活動を展開

･海外貧困地域でのボランティア活動を展開し、多
様な価値観等に触れる社員教育にも繋がる外、環境
保全に関する出前授業など地域活動を推進

ボトムアップ型で多様なサステナビリティ活動を展開
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金井重要工業(株)（伊丹市、繊維機器・不織布製造業）

･がんの放射線治療に使用され、患者の負担軽減に
も繋がる「不織布スペーサ」を産学連携で開発し、
大阪・関西万博へ出展

･燃焼熱を蓄熱利用するRTO、太陽光発電など省エ
ネ化を徹底し、自社のCO₂排出量2030年目標46%削
減(2013年度比)に対し、2024年度達成見込み

産学連携で開発した不織布スペーサによりがん治療に貢献

伊東電機(株)（加西市、搬送機器製造業）

･パワーモーラ(MDR)により、生産･物流現場等にお
いて、省スペース化･省エネ化･低騒音化など、ク
リーンで快適な空間の創出に貢献

･スマート農業を推進し、ゼロエミッション型植物
工場を構築する外、県内４市と連携して里山開発・
地域産業創生事業による地域活性化を推進

パワーモーラを開発し働きやすい職場環境の創出に貢献

(株)ＡＢＣゴルフ倶楽部（加東市、ゴルフ場）

･ゴルフコースの不要となった芝生を幼稚園の園庭
緑化に提供する外、間伐材(アカマツ)を丹波焼窯元
へ薪燃料として提供する等、リユースの取組を推進

･加東市周辺地域の野菜･果物等を使ったレストラン
メニューの開発による地産地消の取組や、積極的な
省エネ化･グリーン電力化を推進

不要な芝生や間伐材のリユースで地域社会に貢献
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【参考①】ひょうご産業SDGs推進宣言事業・認証事業の概要
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認証区分 ﾁｪｯｸｼｰﾄ インセンティブ

最上位
25項目
以上

(a)大規模展示会への優先出展

(b)合同企業説明会への優先出展

(c) 学生による企業のSDGs取組PR動画作成

上位
20項目
以上

(d)社債発行に係る保証料率の割引

標準
10項目
以上

(e) 低利融資メニュー『SDGs支援貸付』
スタンダード
ステージ

★

アドバンスト
ステージ
★★

ゴールド
ステージ
★★★

SDGs推進宣言事業 (R4～) SDGs認証事業 (R5～)

常時受付（ 令和７年１月は強化月間）

宣言した中小企業によるSDGsのさらなる取組を、第三者による審査会
を経て県が認証

中小企業がSDGsに取り組む意思を宣言

１ スキーム

SDGsの目指す目標を1つ設定して具体的取組を
明示し、HP等により公表

①ひょうご産業活性化センターHPで企業紹介

②SDGsの推進に関する専門家派遣（1/2負担）

③融資に係る保証料率の割引

(1) チェックシートによる自己評価（社会･経済･環境に関する全30項目）

(2) 今後5年以内に目指す目標を3つ設定し、具体的取組を明示

(3) ひょうごSDGs Hubへ参画

※(a)～(c)の
いずれか1つ

１ スキーム

２ インセンティブ ２ インセンティブ

３ 募集

R７年５月頃

３ 次回募集

認証

宣言



Hyogo Prefecture

04

認証

宣言企業数 認証企業数

商工会・商工会議所をはじめとした経済団体の協力を得て、SDGs宣言・認証企業数は着実に増加し、

いずれも全国トップを達成しています

【参考②】 SDGs宣言企業数・認証企業数の状況（R7.1現在）
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